
H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35
28のプラン 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1 最適な実施手法を確立 図書館協議会答申
特定事業の見直し・
進捗状況の公表

2 評価システム
グランドデザインの
進行管理

ＧＤ最終年度総括

3 業務の改善・集中化
管理部門の集中化
（研究）

岡町に管理部門集
中化

4 グループ制の導入 分析・PRチーム発足
高齢者サービスチーム
の発足、医療・ビジネス
チーム中心の取り組み

5 職員の役割分担 役割分担の見直し
フロアマネージャーの配
置、役割分担の見直し

自動化による業務見
直し

6 採用計画の作成

7 館ごとの目標設定
全体のミッション確
認

目標設定

8 関連部局との人事交流 検討 実施、検証

9 体系的な研修の実施
研修企画および内外
の研修への参加

初任者研修等の実施、
研修の成果の共有

年度初めの研修計
画の作成

10 先進事例の研究
他市の視察（自動貸
出、ＰＲ）

自動貸出機導入関
連

（仮称）南部コラボセ
ンター関連

11
学校図書館を支援する
人材の配置

とよなかブックプラ
ネット事業

施設活用 12 施設配置の最適化
特定事業の見直し：
進捗状況の公表

特定事業の見直し：
進捗状況の公表

南部コラボ着工（予
定）

南部コラボセンター
供用開始（予定）

物流 13 柔軟な物流体制 物流の見直し、検討
物流の見直し完了
（予定）

Ｄ調査・分
析

調査・分析 14 調査・分析
分析・PRチームおよび図
書館活動作成における
取り組み

分析・PRチームおよび図
書館活動作成における
取り組み

Ｅ情報 情報 15
情報の積極的収集・共
有・活用

グループウエアの活
用、全体職員会議の実
施

会議の持ち方の見
直し

Ｆ資料 資料 16
地域で必要とされている
資料の提供

課題解決サービス関
連の資料購入

地域の課題に応じた
選書

17
セルフ貸出、返却、予約
受け取り

ICタグ貼付完了、全
館にゲート設置

自動貸出機【３館】、
予約e棚設置【１館】

自動貸出機増設、効
果検証

全８館自動貸出機、返却
機設置完了（予定）

18 開館日数の拡充
蔵書点検の日数の短
縮

分館において土日と祝
日が重なったとき開館

19
予約資料の受取場所の
拡充

他市の先行事例の
研究

20 ＩＣＴの活用
ICタグ貼付完了、全
館にゲート設置

ＩＣＴ技術の積極的活
用

21 広域連携の拡大
吹田市との広域連携
拡大

広域連携の利用実態の
分析・電子コンテンツの
研究

22 きめ細やかな接客 接遇研修実施
自動化によるフロア
ワークの見直し

23
図書館活用の幅を広げ
る

課題解決サービス関連
講座の実施、レファレン
ス事例の公開

図書館サービスのＰ
Ｒ

24 集会室利用の活性化 講座の実施
課題解決サービスの
講座実施

25
市民の社会参加、地域
との関わりづくりの支援

しょうないＲＥＫの取
り組み

26
地域情報の活用機会の
提供

北摂アーカイブス
パネル展、講演会の
実施

27
図書館サポーターへの
参加機会の提供 他市の情報収集 他市の情報収集

職員および図書館協
議会による内容検討

サポーター講座実
施、活動開始

Ｈ広報 広報 28
効果的な広報 まちかねビジョン、教育

委員会メルマガ活用 PRチラシ作成

優先順位：高

完了（予定）

継続実施、優先順位によって幅を変えてあります

現状では取り組みが未確定なもの

豊中市立図書館の中長期計画（豊中市立図書館グランドデザイン）　工程表　フォーマット案

Ｇサービス

利便性の向
上

地域との関
係強化

図書館運営

組織

Ａ図書館運
営

人材育成

Ｂ職員

Ｃ施設・物
流

実施時期、記述内容については未確定です。

必要に応じて見直し

効果検証・増設検討

継続的な研修およびフロアワークの在り方ついて検討

継続実施

前年度の振り返りおよび優先する取り組みの見直し

業務調整後 完了

前年度の振り返りおよび優先する取り組みの見直し

自動化の効果を検討し、長期の計画作成

継続実施

継続実施

継続実施

千里図書館・開館日340日に拡
継続検討

ＩＣＴを活用したサービスをすすめ、効果的・効率的な人員配置

継続検討

継続検討

電子書籍の研究

継続検討

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続検討


